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ンの組み合わせおよび、NC-6300 と NC-4016 の組み合わせについて、各薬剤の IC50値の濃度比固
定型の Combination Index を算出し併用投与による薬剤相互作用の検討を行った。次に in vivo に
おける併用効果を検討するために 44As3Luc の皮下移植モデルマウスおよび同所移植モデルマウ
スを作製し、エピルビシン（8mg/kg）とオキサリプラチン（4mg/kg）の併用投与および、等用量























平成 25 年 12 月 25 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
